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第 2 章では，ネットワークの指定された 2 頂点 s， t 聞の信頼度(ソース・ターミナル信頼度)，すなわちソース s














第 4 章では， k-out-of-n システムの信頼度について考察している。与えられたシステムにおいて，システムに含
まれる η 個の要素のうち，少なくとも h 個の要素が正常(異常)ならば， システムが正常(異常)となるものを k­
out-of-凡.0 (F) システムという。正確なシステムの信頼度表現式導出に関して，第 2 章で提案した木展開法の応用
を行っている。正確な信頼度を求めるいずれの算法も n， k の増加に伴い計算時間が指数的に増大するため，近似信
頼度を求める算法が必要となることは明らかである。そこで，与えられたシステムと等しい信頼度を持ち，かっ各要















(3) n 個の要素から成るシステムにおいて，正常な要素が少なくとも h 個存在するかどうかに関する正確な信頼度を
求める算法を提案し従来の算法および提案算法に対する計算機実験により，提案算法が最も優れた算法であるこ
とを示している。
(4) このようなシステムの近似信頼度に関して， O(n) の近似計算法を提案し従来の算法および提案算法に対する
計算機実験により，提案した近似計算法が最も優れた算法であることを示している。
以上のように，本論文はシステムの信頼度解析算法に関する研究成果を記述したものであり，これらの分野に寄与
するところが大である。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認めるD
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